
尚絅大学・尚絅大学短期大学部における研究活動の不正行為の  

防止対策等に関する規程 

 

 （目的）  

第１条 この規程は、尚絅大学・尚絅大学短期大学部研究倫理規程及び、「研究活動  

 における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成２６年８月２６日文部  

 科学大臣決定)に基づき、研究活動における不正行為を防止し、尚絅大学及び尚絅大

学短期大学部（以下「本学」という。）における研究活動の公正性を確保するため必

要な事項を定めることを目的とする。  

 （定義） 

第２条 この規程において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ  

 る。 

 (1) 研究活動 本学において行われる研究計画の立案、計画の実施及び成果の公表・

評価に至るすべての過程における行為、決定及びそれらに付随するすべての事

項に関する活動をいう。 

 (2) 構成員 本学に所属する非常勤を含む、研究者、事務職員、技術職員及びその他

関連する者をいう。 

 (3) 研究者 本学の専任教員及び本学において研究活動に従事する者をいう。なお、

学生が、研究に関わるときは「研究者」に準じて取り扱うものとする。  

 (4) 事務職員 本学において事務の業務に従事している全ての者をいう。  

 (5) 競争的研究費等 府省等の公募により競争的に獲得される経費のうち、研究に

係るものをいう。 

 (6) 部局 本学の学部・学科、九品寺キャンパス事務部及び武蔵ヶ丘キャンパス事務

部（以下「各キャンパス事務部」という。）をいう。 

 （不正行為等） 

第３条 研究活動における不正行為等は、研究者の故意又は研究者としてわきまえる  

 べき基本的な注意義務を著しく怠ったことによるもので、次に掲げる不正行為等を

してはならない。ただし、科学的に適切な方法により正当に得られた研究成果が結

果的に誤りであった場合は、研究活動上の不正行為等には当たらない。 

  (1) 不正行為 

   研究活動においては、次の不正行為を行ってはならない。  

   (ⅰ) 捏造 

      存在しないデータ、研究結果等を作成すること。  

   (ⅱ) 改ざん 

      研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によっ

て得られた結果等を真正でないものに加工すること。  

   (ⅲ) 盗用 

      他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文  

      又は用語を、当該研究者の了解もしくは適切な表示なく流用すること。  

 (2) 不適切な行為 

   研究成果を適切に発表するために、次の不適切な行為を行ってはならない。  

   (ⅰ) 二重投稿（二重出版） 

      同一内容とみなされる原著論文を複数作成して異なる雑誌等に投稿・発

表する行為。 

   (ⅱ) 分割出版 



      一つの論文で発表できる原著論文を分割して発表する行為。「サラミ出

版」 

      とも呼ばれている。 

   (ⅲ) 不適切なオーサーシップ 

      研究論文の著者リストにおいて、著者としての資格を有しない者を著者

として含め、若しくは著者としての資格を有する者を除外する等の行為。 

 （運営・管理体制） 

第４条 本学における研究活動を適正に運営・管理するとともに、不正行為を防止  

 するに当たっての責任と権限の体系を明確化するため、次に定める者を置く。  

 (1) 最高管理責任者 本学全体を統括し、研究データの保存・開示、研究活動におけ

る不正行為の告発・調査を含む研究活動の運営及び管理について最終責任を負う

者とし、学長をもって充てる。 

 (2) 統括管理責任者 最高管理責任者を補佐し、研究活動の運営及び管理について本

学全体を統括する実質的な責任と権限を持つ者とし、大学事務局長をもって充て

る。 

 (3) コンプライアンス推進責任者 部局における不正行為の防止、コンプライアンス

教育及び啓発活動について実質的な責任と権限を持つ者とし、各キャンパス事務

部長をもって充てる。 

 (4) 研究倫理教育責任者  部局における研究倫理教育について実質的な責任と権限

を持つ者とし、各キャンパス事務部長をもって充てる。  

 （ルールの明確化及び統一化） 

第５条 統括管理責任者は、研究活動に係る事務処理手続きに関するルールが研究者   

 及び事務職員にとって分かりやすいものとなるよう、適切に見直しを行い、周知に   

 努めるものとする。 

 （相談窓口） 

第６条 本学における競争的研究費等に係る事務処理手続及び使用に関する事務手続

き等に関し、学内外からの相談に対応するため、各キャンパス事務部に相談窓口を

置く。 

２ 相談窓口は、各キャンパス事務部庶務会計課とする。  

３ 各相談窓口は、本学における競争的研究費等に係る事務手続き等に関し学内外か

らの問い合わせに誠意をもって対応し、本学における効率的な研究遂行のための適

切な支援に資するよう努めるものとする。  

 （構成員の意識向上） 

第７条 コンプライアンス推進責任者及び研究倫理教育責任者は、構成員に対して、

不正行為防止のためのコンプライアンス教育及び研究倫理教育を定期的に実施し、

受講させ、意識の向上を図るとともに、受講者に対して誓約書の提出をもとめ、受

講状況を管理監督するものとする。  

 （責務） 

第８条 構成員は、職務の執行及び研究活動に当たっては、尚絅大学・尚絅大学短期

大学部研究倫理規程及び競争的研究費等の使用に関する行動規範を遵守しなけれ

ばならない。 

２ 研究者は、研究成果の第三者による検証可能性を確保するため、実験・観察記録  

 ノート、実験データその他の研究資料等を一定期間適切に保存・管理し、開示の必 

 要性及び相当性が認められる場合には、これを開示しなければならない。  

 



 （通報窓口の設置） 

第９条 不正行為に関する相談及び告発を受け付けるための通報窓口を設置する。  

２ 通報窓口の設置、通報の取扱及び不正行為に係る調査手続き等に関し必要な事項   

 は、別に定める。 

 （不正行為への措置） 

第１０条 本学の研究者及び事務職員が不正行為をおこなった場合は、学校法人尚絅   

 学園就業規則に基づく懲戒処分の手続きを行うものとする。  

 （不正防止計画の推進等） 

第１１条 最高管理責任者は、不正行為を発生させる要因を把握し、その対応のため、   

 不正防止計画を策定し、進捗管理に努めるものとする。  

２ 前項の不正防止計画の策定、推進等は、別に定める尚絅大学・尚絅大学短期大学  

 部研究倫理委員会がおこなう。 

 （啓発活動） 

第１２条 最高管理責任者は、構成員に対し、本規程の概要について周知させるため、

定期的な啓発活動を実施しなければならない。 

 （情報の発信・共有化） 

第１３条 最高管理責任者は、不正行為の防止に関する本学の取組方針及び具体的な   

 対応等について、ホームページ等を通じて学内外に周知を図るものとする。  

 （所管） 

第１４条 この規程に関する事務の所管は、九品寺キャンパス事務部教務課とする。  

 （改廃) 

第１５条 この規程の改廃は、研究倫理委員会の議を経て、学長の決裁により行うも

のとする。 

  附 則 

この規程は、平成２７年２月１日から施行する。  

  附 則 

この規程は、平成２９年３月２４日から施行する。  

  附 則 

この規程は、平成２９年５月３１日から施行する。  

  附 則 

この規程は、平成３０年９月２５日から施行する  

  附 則 

この規程は、令和３年１０月４日から施行する。 

  附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 


